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防
災
×
地
域
×
福
祉
の
連
携
で

「
避
難
で
き
な
い
人
」 

「
避
難
し
な
い
人
」を
な
く
す

長
野
県
で
は
、
平
成
16
年
の
新
潟
豪
雨

災
害
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
平
成
17
年
度
か

ら
「
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
を

活
用
し
て
、
隣
近
所
の
助
け
合
い
の
力
に

よ
る
災
害
時
の
避
難
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
直
近
の
調
査

で
は
、
県
内
市
町
村
の
八
割
が
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
は
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
多
く
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
犠

牲
に
な
っ
た
教
訓
を
ふ
ま
え
、
平
成
25

年
、
市
町
村
に
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の

作
成
を
義
務
付
け
、
避
難
支
援
困
難
者
に

つ
い
て
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
努
力
義

務
と
す
る
な
ど
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
を
行
っ
て
、
「
避
難
で
き
な
い
人
」
を

な
く
す
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
が
必
要
な
人
な
ど
、
通
常

の
避
難
所
で
は
ト
イ
レ
さ
え
使
え
な
い
と

避
難
を
あ
き
ら
め
て
い
る
「
避
難
し
な
い

人
」
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
、
平
成
28

年
、
「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運
営
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
の
水
害
の
激
甚
化
に
対

応
し
て
、
平
成
29
年
「
水
防
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
29
年
法
律
第
31

号
）
」
を
施
行
し
、
浸
水
想
定
区
域
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
社
会
福
祉
施
設
、

学
校
な
ど
の
要
配
慮

者
利
用
施
設
の
管
理

者
に
、
避
難
確
保
計

画
の
作
成
・
避
難
訓

練
の
実
施
を
義
務
づ

け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
町

村
・
防
災
関
係
者
、

地
域
住
民
、
福
祉
関

係
者
の
３
分
野
連
携

に
よ
り
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
の
仕
組

み
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

防災×地域×福祉で
災害に備える

～災害時住民支え合いマップを活用して～

長野県では、災害時要援護者支援のため、平成17年度から支
え合いマップづくりを推進してきました。この取り組みが根付
いている地域がある一方、未実施地域やマップの更新が課題
となっている地域もあります。
国では、近年、災害が多発する中で、災害時要援護者を守る
ための防災や福祉施策の充実を図っています。
防災と地域、そして福祉の連携によるこれからの災害時要援
護者支援の取組を考えます。

災害時要支援者支援に係る制度の流れ
◆は法令・国通知等

防災 地域 福祉
H17

H18

H25

H28

H29

災害時住民
支え合いマップ（長野県）

◆洪水ハザードマップの義務化

◆災害時要支援者名簿（市町村）
◆高齢者、障がい者等の個別避難計画

◆福祉避難所の確保・運営ガイドライン

◆水防法等の改正、避難確保計画の作成

取り組んでいる
66市町村

未実施等 6市町村取り組む
予定
5市町村

（平成 30 年 3月現在、長野県地域福祉課調べ）

災害時住民支え合いマップの取り組み状況
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マ
ッ
プ
を
囲
み
、

災
害
時
の
支
え
合
い
を

話
し
合
う
場
づ
く
り
が
大
切

各
市
町
村
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

災
害
時
要
援
護
者
の
名
簿
を
毎
年
度
作
成
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
30
年
の
大
阪
府
北
部
地

震
で
は
、
こ
の
名
簿
が
安
否
確
認
に
活
用
さ
れ

な
か
っ
た
地
域
の
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
配
慮
し
つ
つ

も
要
援
護
者
情
報
を
関
係
者
で
共
有
し
、
隣

近
所
の
力
を
活
か
し
た
支
援
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

平
成
26
年
の
長
野
県
神
代
断
層
地
震
で
、

36
棟
が
全
半
壊
し
た
白
馬
村
堀
之
内
地
区
で

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
の

助
け
合
い
の
強
さ
が
住
民
の

救
出
や
安
否
確
認
に
活
か
さ

れ
ま
し
た
。
直
前
に
災
害
時

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
更

新
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と

も
、
住
民
の
共
助
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

住
民
自
身
が
、
マ
ッ
プ
を
囲

ん
で
地
域
の
防
災
情
報
、
要

援
護
者
情
報
を
共
有
し
、
防

災
や
福
祉
の
役
割
を
ふ
ま
え

て
、
住
民
に
で
き
る
範
囲
で
、

避
難
支
援
の
仕
組
み
を
考
え

る
場
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

一
方
で
、
市
町
村
や
民
生

児
童
委
員
か
ら
は
、
災
害
時

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り

を
進
め
る
上
で
様
々
な
課
題

も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

○「
高
齢
化
が
進
ん
で
支
援

者
が
見
つ
か
ら
な
い
」

○「
作
っ
て
は
み
た
け
れ
ど
更
新
で
き
て

い
な
い
」

○「
新
た
に
取
り
組
む
地
区
で
は
、
住
民

の
気
持
ち
づ
く
り
が
進
ま
な
い
」

こ
れ
ら
の
悩
み
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、
地
域
の
福
祉
関
係
者
と
の
協
力
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

福
祉
関
係
者
か
ら
も

積
極
的
に
地
域
住
民
に 

働
き
か
け
を

現
在
、
市
町
村
の
福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
は
、
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
、
障
が

い
者
の
個
別
避
難
支
援
計
画
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所
が
市
町
村

か
ら
福
祉
避
難
所
の
指
定
を
受
け
た
り
、
水
防

法
等
の
改
正
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
た
避
難

確
保
計
画
の
作
成
を
行
う
な
ど
、
福
祉
関
係
者

の
役
割
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
発
災
時
に
福
祉
関
係
者
が
直

接
支
援
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
お
り
、
防
災

関
係
者
や
地
域
住
民
と一緒
に
考
え
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ニ
ー
ズ
を
十

分
に
把
握
し
て
い
る
福
祉
関
係
者
か
ら
、
個
人

情
報
に
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
住
民
に
災
害
時
の

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
働
き
か
け
て
い

A

B

C

高　　　⇔　　　中　　　　⇔　　　低
避難に支援が必要な
度合い（目安）
・専門的な支援が
必要な方

・入院や施設入所
を検討

・一般避難所での
生活が困難

・福祉避難所の
利用を検討

・一般支援や守り
で生活可能

・一般避難所、
在宅での生活を
検討

地域の災害リスク

【公助中心】
○専門職が対応しないと　
　避難誘導が困難なケース。
○住民だけでの対応が困難。

【自助、共助中心】
○地域の支え合いで対応し
　ていくことが必要。
○マップが有効になる。

○優先度は低
いが、マップ
を作成し、備
えていくこと
が大切

災害時の自助・共助・公助と住民支え合いマップ

最優先

広がる笑顔と可能性
～災害にも強い地域の支え合い活動～

長野市地域福祉
推進セミナー
6 月21 日（金）
長野市若里市民文化ホール

講師：石井布紀子氏
（NPO法人さくらネット、兵庫県）

石井布紀子氏の指導で本会が作成

私は阪神・淡路大震災の際に被災し、その後、被災地
支援活動に取り組んでおります。
異なる関心や分野の人々が力を合わせて支援を行う
協働現場の素晴らしさを知り、活動を継続する中で、
さまざまな生命を守る奇跡的な出来事が各地でおき
ていること、それらが日常の福祉活動や地域活動の力
に支えられていることに気付かされました。
支え合いマップの取り組みも、生命を守る日常の活動
として、大切なものであることを確信しています。安心
感を育む防災の取り組みとして各地にひろがることを
願っています。
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く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
、こ
れ
か
ら
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
に
取
り
組
む
地
域
に
お
い
て
は
、
防

災
と
地
域
と
福
祉
の
情
報
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と

し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ア
セ
ス
表
の
活
用
を
ぜ
ひ
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

県
等
の
支
援
策
の
活
用
を

長
野
県
は
近
年
の
災
害
の
激
甚
化
に
対
応

し
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
を
重
点
期

間
と
し
、
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
県

社
協
と
も
協
力
し
て
各
地
域
を
支
援
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

地
区
防
災
マ
ッ
プ
作
成
支
援

　
　
長
野
県
関
係
部
署

　
■
県
の
防
災
対
策
全
般

　
　
　
　

危
機
管
理
部

　
■
土
砂
災
害
策
、防
災
マ
ッ
プ
等

　
　
　
　

建
設
部

　
■
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
推
進

　
　
　
　

健
康
福
祉
部
地
域
福
祉
課

　
■
市
町
村
の
相
談
窓
口

　
　
　
　

各
地
域
振
興
局
総
務
管
理
課

　
　
　
　

県
民
生
活
係

◆
こ
の
記
事
に
係
る
問
い
合
わ
せ

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会　

企
画
グ
ル
ー
プ

℡ 

０
２
６-

２
２
８-

４
２
４
４

１　ＡＢＣアセス表とは
　市町村は、災害時要援護者の名簿
を作成し、それをもとに個別避難支
援計画の策定を行います。
　計画の策定には、災害時住民支
え合いマップの活用や防災、福祉関
係者による避難支援プランなど公民
の連携が必要になりますが、平常時
には、個人情報保護への配慮が必
要で関係者間の連携が進まず、結
果として計画の策定、更新が進んで
いないという悩みも聞かれます。
　このような中で、計画づくりと並
行して、ＡＢＣアセス表により地区内
の災害時要援護者の概数・概況を
把握し、地域住民、防災、福祉関
係者と共有する工夫が広がりつつあ
ります。

２　ＡＢＣアセス表の意義
　このＡＢＣアセス表を作成することで、
個人情報を含まない人数だけを表として
整理することで、幅広く共有し、避難行
動の優先度や、避難方法の検討にも役立
てることができます。
　個別避難支援計画づくりのための防災、
住民、福祉の役割分担や、福祉避難所の
想定の確認、災害時住民支え合いマップ
の作成、更新等にも活用が期待できます。
　また、災害時住民支え合いマップに
ABC アセス表の情報を一緒に落とし込む
ことで、避難誘導の体制づくりにも役立ち
ます。

３　ＡＢＣアセス表作成のための作業シート（例示）

防災、地域、福祉の取り組みをつなぐ
～「ＡＢＣアセス表」の活用を～

市町村・防災
■災害時
　要援護者
　名簿
■個別避難
　支援計画

福祉関係者
■個別避難支援計画
・地域包括支援センター
・障害者総合相談支援
センター
・居宅介護支援事業所
・相談支援事業所等

■福祉避難所
・社会福祉施設・事業所等

地域住民
住民支え合いマップ
・要援護者情報
・支援者情報
・地区の防災情報
・避難場所等の情報

市
町
村
　
　
　⇒⇒

 ⇒
 ⇒

　
　
　自
治
会
・
町
内
会
等

ＡＢＣアセス表
作成

ＡＢＣアセス表（例示）

◆概数を幅広く共有
◆個別避難支援計画
　づくりの連携に活用

第１地区
A
B
C

30人
45人
50人

第３地区
A
B
C

25人
40人
45人

第２地区
A
B
C

45人
30人
38人

地域・地区・組・施設　　要援護者情報

■胃ろう　■認知症重度　■喀痰吸引　■全介助
■自力で移動できない　■排泄支援が必要
■重度心身障害　■知的障害　■重い自閉症
■介助者が 2人以上必要　■重複障害
■多動で常時見守りが必要　■人工呼吸器使用　■在宅酸素使用
■その他医療機器使用　■ストマー　■人工透析　■病状が不安定
■精神疾患　■医療ケア児　等

専門的な支援が必要な方
入院や施設入所検討

要支援 1.2　要介護 1
障害程度区分１～２

一般避難所での生活が困難
福祉避難所利用の検討

一部支援や見守りで生活可能
一般避難所・在宅検討

■総合事業要支援の方（独居）　■1人の介助者で移動できる
■学習障害　■視覚障害　■聴覚障害　■多動　■中度認知症
■一部支援で排泄、入浴、食事ができる　■椅子中心の生活
■車いす、歩行器、杖使用で移動できる
■家族対応できない　■自力移動できないが意思疎通は可能
■要保護児童　■強度行動障害　■手術後の方　妊婦．乳幼児
■危険区域に住んでいる　等

■児童（ボランティア可能）　■高齢者（見守り、声掛けで生活可能）
■障害はあるが自力移動可能　■軽度の知的・精神障害
■精神状態が安定している（意思疎通可能）
■軽度認知症　■高齢者世帯　■妊婦（安定期まで）
■自宅全半壊　■インフラ未復旧　等

区分 人数

名

名

名

目安 状況等（H31.2.26 長野県災害福祉広域ネットワークセミナーより）

要
　援
　護
　者

A

B

C

要介護３以上
認知症Ⅲ以上

要介護１～３
障害程度区分２～４
認知症自立度Ⅱまで
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp

Ａプラン Ｂプラン

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

タイプ
プラン

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ふくしの保険 検 索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成31年度

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

平成31年度

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

定　　員

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

100名以降1名～10名増ごと

〈SJNK18-12811 2018.12.28作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

◆クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）改定

改定
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県社協情報局

福祉人材の確保・定着のためには、職場環境の充実、キャリアパス制度の構築など様々な取り組みがありますが、魅力ある職
場づくりに向けて福利厚生の充実も大切です。福利厚生センター（ソウェルクラブ）では、福祉の職場で働く人の福利厚生を支援
しています。

○福利厚生センターとは
福利厚生センター（ソウェルクラブ）は、社会福祉の職場を魅力あるものとするため1994年に設立された社会福祉法人で、厚生労

働大臣の指定を受けて事業を実施しています。現在、1万2千か所の26万2千人が会員となっています。

福利厚生センター加入のご案内

魅力ある職場づくりに向けて
ソウェルクラブに入りませんか

内 容 実施日 募集人数 参加費（概算）
宝塚歌劇団雪組公演（１泊２日） 泊り８月24日（土）・公演８月25日（日） 25人 会員と家族　大人15,000円
ディズニーリゾートフリープラン（１泊２日） ９月８日（日）～ ９日（月） 60人 会員と家族　大人19,000円ほか
高速バスで行くディズニーリゾート日帰りプラン 10月～12月 140人 調整中
宿泊フリープラン 10月～12月（予定） 調整中
ぐるめクーポン 1月～3月（予定） 調整中
映画優待券斡旋 3月（予定） 1枚　800円

契約対象者 社会福祉事業または介護保険事業を経営する者

加入対象事業 社会福祉事業　
社会福祉事業以外の介護保険事業（居宅サービス、地域支援事業等）

掛金 第１種会員（掛金…１万円／年）
第２種会員（掛金…５千円／年）非常勤職員のみ。一部のサービスが利用可能。

期間 契約成立日から翌年３月３１日までの期間

項目 内容　（○全員　●第１種会員のみ）

健康管理

●生活習慣病予防検診費用助成　最大4,120円助成

○健康生活用品給付
毎年、全会員に健康生活に関わる
品物の中から希望する1品をお届
けします。（全40品目）

慶事の
お祝い

●結婚、出産、入学等のお祝品贈呈　（5千円～1万円の商品券）
○永年勤続記念品贈呈（期間に応じた5千円～5万円相当の記念品）

万一の際 ●各種死亡弔慰金　（配偶者10万円、会員60万円等）　／　●各種障害見舞金　（内容に応じて給付）
●災害見舞金　　　（法人20万円、個人1万円）

余暇支援 ●クラブ・サークル活動（1人当たり1,000円助成）

○福利厚生センターの基本サービス
ソウェルクラブでは、会員のライフスタイルに応じた様々なサービスを提供しています。

　●令和元年度会員交流事業

○加入要件ほか

○長野県ソウェルクラブ会員
　交流事業

長野県では、様々な会員交流事業、
リフレッシュ事業を実施しています。

33
天然素材の珪藻土を主
原料としたバスマット
です。マットに乗った
瞬間から水分を素早く
吸収するので、足元は
さらっと快適。　洗濯
不要で繰り返し使用で
きます。

珪藻土バスマット 60×40cm
70094
サイズ：(約)60×40×1㎝
重量：(約) 3.1kg

不要で繰り返し使用で
きます。

10 電気ケトル1.0リットル
MRM-9311
サイズ：(約)18.5×13.5×21.5㎝
重量:(約)590g
容量:(約)1.0リットル

使いやすいコードレスタイ
プの電気ケトルです。使う分
だけ簡単にお湯を沸かすこ
とができます。お湯が沸騰
すると自動的にスイッチが
切れる安心設計、お湯の残量
が一目でわかる窓付きです。

36

数 種 類 の カレ ー 粉 と
玉葱、リンゴ、チャツネ等
をチキンブイヨンでじっ
くり煮込んだ、 本格的
なカレーソースに牛肉を
加えて仕上げました。 

〈中辛タイプ〉のビーフ
カレーです。

レストラン用 ビーフカレー（10袋セット）
3025  内容量：（約）200g×10袋
賞味期限：製造日より常温で24ヶ月

※盛付け例です。

38

温うどん約6分
冷うどん約8分( ）

細切り讃岐うどん
（2人前×10袋セット）
KO-59-10

内容量：二人前(約)250g×10袋
賞味期限：製造日より常温で4ヶ月

※盛付け例です。

「のどゴシ」にこだわっ
た、半生タイプの細切り
讃岐うどんです。細麺な
ので茹で時間が短く、
温めても、冷やしても
お楽しみいただけます。 

●参加者の声
★新幹線で行く青森ねぶた祭りと八戸三社大祭の旅

なかなか行かれない遠隔地の奇祭を見る事が出来良かった
新幹線の移動も速く着くことができ、席も前の座席で広く良かったです
ねぶたまつりの桟敷席も取ってありゆっくり座って見ることができ良かったです

★ぐるめクーポン（県内3施設の割引お食事券）
食事の開始時間、お店のサービスも大変よく大満足の企画だったと思います。
個人で申込むのは何かと大変なので今後も楽しみにしています！

★劇団四季アラジン東京公演フリープラン
フリープランだったので、アラジンの公演に合わせ東京へ行き、２日目は横浜
を満喫してきました。チケット入手が大変なのでとてもうれしかったです

お問い合わせ
ソウェルクラブ長野県地方事務局
（長野県社会福祉協議会　企画グループ内）
電話026-228-4244　
ホームページ　http://www.sowel.or.jp/

ソウェルクラブ
Social Welfare Club

青森ねぶた祭の旅 プロ野球観戦ツアー
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　日本百名山に数えられる、“美ヶ原高原”の麓に位置す
る上田市武石から、楽しげな声が聞こえてきます。

　お邪魔したのは武石のイベント“武石おさんぽギャラリー春”。なんと紅白
歌合戦が行われていました。会場では、屋台やフリーマーケットが賑わって
いて、歌合戦が始まると、老若男女問わず歌声を披露し、笑いと歓声が絶え
ないアットホームなイベントでした。イベントを主催する、住民による地域おこ
しの団体“武石風土つなぎ隊”に取材をしてみました。

―武石風土つなぎ隊をはじめたきっかけは何ですか
もともとは、武石の温泉施設『雲渓荘』の再興のお手伝いのために何かできないかと、集いました。

―どうして今はイベントを開催しているんですか
自分たちに何ができるのか考えていく中で、人と人との関わりの中から雲渓荘の応援になればと思い当初は始めまし
た。地域の人たちとイベントを重ねるたびに官と民、団体と個人を繋げることにやりがいを感じるようになりました。
今は、地域のみんなが“ありのまま、居やすく、楽しめる”場づくりができたらと思っています。何よりも自分たちが楽
しいので(笑)

―活動が後世に続いていくといいですね
世の中が変わりつつある中、少しずつですが後継者が生まれています。自分たちのやり方を引き継がなくても、自
分のやりたいことが武石地域の中にあったら行動して欲しい！そのきっかけ作りが出来たら幸せです。
この活動が、これから構築されつつある住民自治組織の骨組みになっていくことが後世に続くことだと思います。

　ぽつんと落ちた雫のような小さな思いが、歳月をかけ地域を巻き込み、大きな波に変わっていく。人を育む思いや場所が、
案外身近なところに隠れているのかもしれません。ちなみに雲渓荘の温泉、頭がよくなる湯として親しまれているようです。

赤い羽根共同募金でインターネットなどを通じて、団体が活動資金を集めるしくみをご存知ですか。
赤い羽根共同募金では、地域や社会が抱える課題の解決に取り組む団体を応援するため、2016年度から使途選択

募金（ながの「地域課題解決チャレンジプロジェクト」）に取り組んでいます。インターネットのほか、街頭や訪問など様 な々
方法による募金活動を通
じて、共感した人から課
題解決のための活動資
金を集めます。多くの人が
募金活動や団体活動に
参加をする、赤い羽根共
同募金の“リアルクラウド
ファンディング”です。

2016年に若者のボランティア活動の入口として、６部門約40人でスタートしたyouth reachは、保護猫カフェ、こど
も食堂、学習支援、外国人観光客向けベジタリアンマップ作りなど、地域のために生き生きと活動をしています。

ながののまちを良くしたい！ＳＤＧｓ（※）の実現に向け、身近な活動が世界に広がることを意識した社会課題解
決の活動のための募金を行いました。初めての挑戦で目標は未達成でしたが、約30万円を集めました。

youth reachの小林達矢さんは「正月など行事に合わせて街頭募金を行
い、特に若い世代の方にご寄付いただきました。寄付をいただき、高大生のア
クションプランが作成しやすくなりました。ありがとうございました。」と感謝。
使途選択募金は、まだ始まったばかりですが、ぜひ皆さんご活用ください。

武石風土つなぎ隊

 赤い羽根共同募金
―使途選択（テーマ型）募金って？―

地域活動から地域に活力を

SDGs（Sustainable Development Goals）とは
社会課題を解決し、誰一人取り残さない、持続可能な社会実現のため、国連が採択した2030年まで
に取り組む17の目標です。日本では、行政、NPO、企業等が関わり各地でアプローチを進めています。

団体名 募金総額 目標達成率
NPO法人麦っ子広場 228,500円 231％
NPO法人フードバンク信州 797,405円 80％
youth reach（ユースリーチ）

（NPO法人長野県NPOセンター） 288,388円 26％

3団体の募金実績〔金額・目標達成率）（2019年1月1日～3月31日）

長野県共同募金会 「はねっと」

2018年度は３団体がエントリー

FU
ND

RAISING
資金確保術！
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Ｑ　

今
の
お
仕
事
の
内
容
を
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え
て
下
さ
い
。

Ａ　

ご
利
用
者
様
の
送
迎
や
、日
中
に
行
う
活
動
の
介

助
に
加
え
、職
員
が
円
滑
に
仕
事
を
行
え
る
よ
う
に

調
整
も
し
ま
す
。ご
利
用
者
様
が一
日
一
回
は
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
、毎
日
全
員
に
必
ず
声
を
掛
け
て
い
ま

す
。し
つ
こ
い
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
が（
笑
）。

前
向
き
な
姿
勢
で
い
る
こ
と
で
後
輩
達
も
つ
い
て
き

て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
人
気
の
カ
ラ
オ
ケ
で
、白
塗

り
の
変
装
を
し
て
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
を
披
露
し
た
際
、

み
ん
な
が
笑
う
な
か一
人
の
ご
利
用
者
様
が
、「
不
安

を
感
じ
な
が
ら
こ
こ
に
来
て
い
た
け
ど
、吉
田
君
に

笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
…
」と
涙
を

流
し
て
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
す
。こ
こ
に
来
て
良

か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
僕
達
に
と
っ
て

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

Ｑ　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

ご
利
用
者
様
と
そ
の
ご
家
族
に
信
頼
さ
れ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。丁
寧
な
挨
拶
や
小
さ
な
事
も
見

逃
さ
ず
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。か
り
ん
の
里
で
の
様
子
は
、ご
家
族
に
お
伝
え
し

日
々
の
変
化
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

福
祉
の
道
を
目
指
す
人
へ一
言
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

女
性
職
員
の
多
い
仕
事
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

男
性
の
力
も
必
要
で
す
。大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
。知
識
や
経
験
が
な

く
て
も
や
る
気
が
あ
れ
ば
周
り
の
人
が
必
ず
手
を

貸
し
て
く
れ
、そ
し
て
自
分
自
身
が
成
長
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

「
か
り
ん
の
里
は
、選
ば
れ
る
施
設
と
し
て
新
し
い
取

り
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
つ
つ
チ
ー
ム
力
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、ご
利
用
者
様

や
ス
タ
ッ
フ
の
為
に
ケ
ア
の
質
向
上
に
向
け
て
、前
進
し
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」と
上
司
か
ら
の
期
待
も
高
ま

る
吉
田
さ
ん
で
す
。

続
き
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

『無題』　

油性マジック・水性マーカー・キャンバスボード

作者：宮崎 義治（みやざき よしはる） 48歳
立科町在住

毎号福祉の現場に新しい
風を吹き込むスタッフをご紹介します。

社会福祉法人 諏訪福祉会（諏訪市）
介護老人保健施設 かりんの里
通所リハビリテーション主任

吉田直樹さん

webでも
ご覧になれます

マンネリ化しないよう、毎日いくつかのレク
を考えています。

ご利用者様からの信頼も厚く、頼りにされ
ています。

より良いサービス提供には綿密な打ち合
わせも欠かせません。

年齢問わず仲が良く声を掛け合いやすい
職場です。
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●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会　〒380-0928 長野市若里7-1-7　TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130　E-mail info@nsyakyo.or.jp　URL http://www.nsyakyo.or.jp/
●編集制作・印刷所／有限会社サンライズ　●購読料／１部30 円（本会会費に含む）

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

宮崎さんの暮らす福祉施設では、月に
一度アートの時間があります。ある日の
アートの時間に実習生の女性が何人も
やってきました。その方たちと一緒に色
を選び、様 な々色のペンを走らせると、
画面がカラフルな線で埋め尽くされまし
た。いつものスタッフとは違う人がいる
と、いつもとは違う表現が生まれてびっ
くり！とても楽しい時間となりました。

（ながのアートミーティング　取材）
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